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ぅ
た
現
実
的
な
課
鼠
に_
|8
1
;し
つ
：
つ
、
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: 

‘そ
れ
を
解
決
1>
お
^;
:
と
'す
る
苦
闘
&
果
め
現
わ
：扣
^
%,
の
で
知
る
か
、

こ
め
.ょ 

，あ
な
：尹
|'
:̂
教
授
め
真
理
探
求
の
飽
く£:
と
电
知
ら
ぬ
熱
情
的
に
：し
て
真
擊
电 

態

度

に
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深

く

敬

意

を

表

甚

圈
_
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：て
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黎

ビ
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コ
ー
ル
教
授
の
生
涯
は
、
大
体
つ
ぎ
の
ょ
ぅ
な
い
ぐ
つ
か
の 

時
期
に
わ
.け
る
こ
>-
が
.で
き
る
の
で
は
な
い
だ1
;
0
ぅ
か
。
す
な
わ
ち
、o
オ
ッ 

ク
.ス
フ
ォ
I
ド
太
学
办
学
生
時
代
か
ら
笋
ー.次
世

界

大

戦

後

の
__
.
.
”
九
ニ
0
年
ま 

で
、
：

E
.
1

九

.一
一
一
年
か
ら
ブ
九
三
八
年
ま
で
、H
--
*
九

三

九

年

か

ら

一

九

五

九
 

年
ま
で
。
第
'
期
は
、ィ
コ
ー
ル
が
若
く
し
て
ギ
ル
ド
社
会
主
義
の
実
践
的
蓮
動
. 

に
没
入
し
、

英
国
の
労
働
者
階
級
に
革
命
的
な
労
働
組
合
理
論
を
提
供
し
つ
つ 

あ

？
た
の
：と
、
：
第
一
次
世
與
大
戦
と
ロ
シ
ァ
革
命
の
も
た
ら
し
た
混
乱
と
衝
撃 

に
よ
つ
て
、
彼
の
理
論
的
影
響
が
う
す
れ
て
ゆ

き

、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
実
際

的
な
運
動
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
時
期
で.あ
る
。
.第
二
期
は
、
第

'
次
大
戦
後
か
ら 

第
二
次
世
界
大
戦
直
前
ま
で.の
、

コ
ー
ル
郎
身
に
と
マ
て
は
社
佘
王
義
理
論
お
： 

よ
び
労
働
運
動
史
の
研
発
を中
心
と
し
.て
学
問
的
1

ネ

な

七
.つ
：つ
、
そ
の
間 

に

ナ
フ
ィ
ー
ル
-̂
-ヵ
レ
ッ
：ジ
：の
建
設
な
ど
に
専
心
し
た
時
期
で
あ
る
汰
、
，他

：
 

.方
客
観
的
状
勢
と
し
て
は
世
！
^

本
主
義
体
制
の
矛
盾
の
深
刻
化
に
と
も
な

っ

. 

て
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
勢
力
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
.だC

そ

し
て
ま
た
■
こ

の

と

き 

に
、
.ケ
イ
ン
ズ
の
.一
般
理
論
が
あ
ら
わ
れ
て
、'.
:彼
め
社
会
主
義
理
論
に
大
き̂ 

.影
響
を
あ
た
え
た
。
第

三
期
は
、
第
二
次
世
思
大
戦
の
勃
発
.か
ら
、
晚
年
と
し 

て

の

戦

後

に

わ

た

る

歲

で

あ

っ

て

：、
：若

い

と

き

よ

り
;^
む
：し
ろ
、
と

め

晩

年. 

に
：お
い
：て
、
非
常
に
多
く
の̂
作

が

生

み

智

れ

た

と

い

え

.よ
ぅ*0
.
:わ
れ
.わ
れ

： 

は
つ
ぎ
に
、よ
り

く

わ
し
く
、
.彼
の
生
涯
に
：つ
い

.
て

渚

碧

す

る

こ
.と
に
し
^
ぅ

。

今

造

初

頭
、
' コ
I
ル
が
オ
ッ
ク
八
！

V

ォ
ー
ド
0-
学
生
で
あ
々た

：：

一
へ
九.
0
 

: 

带
前
後
ば
、
ぐ
資
本
壬
義
の
矛
盾
が
激
化̂
’労
働
党
の
勝
利
と
前
進
に
%
か
か 

;わ
ら
ず
I

お
よ
び
®
!
に̂

お

げ

る

_

^

^

府

の

帝

国

主

義

的

反

泐

政

策

の

.

' 

結
果
、
靈
者
階
狹
の
実
質
賃
金
の
低
下
ハ—
活
費
の
昂
騰
、'.
:
:
'
:

こ

れ

と

は

慑
.
.

■

:
r 

• 

£

■

.

.

'

^

に̂

利

潤

お

よ

び

地

代

カ

增

天

を

も

た

ら

し

た

1

^
に

相

当

す

：る:°
.
政

治

上
 

の
輝
か
し
い
勝
利
と
実
際
的
な
運
励
に
お
け
る
い
た
ま
.し

い

敗

北

感

(

一

九

〇
. 

六
^

の
労
働
党
一
の
前
進
^

；!

ー̂
か
^

^
ォ
ー
ス
ぐ
ボ
束
ン
"：
:©
判

^

と

淹

対

減

せ
■:
. 

よ

！)

。

こ

れ

ら

が

、
.
い

わ

ゆ

る

.

「

産

業

上

の

大

不

安

」

と

し

て

知

ら

れ

る

サ

ン
：デ
ィ
ガ
リ
X
:ム
.：の
:̂
ぞ

^
ス

ー

篇

蓮

動

へ

^

滲

透

办

靈

な

醫

の

沙

で
あ
っ
た
。
知
識
人
の
ダ
さ
な
グ
ル
ー
プ
、

た
と
え
ば
入
.
.
-
只

.
オ
リ
ッ
ジ 

(A. R. O
T
a
g
e
〕

日

，
0
,
ホ
ブ
ッ
ン(s, 

G

'-W
o
b
s
o
x
o
^
i
^
r

1
サ

G
*
D
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H 
•

コ
ー
ル
、

そ
の
人
と
業
辕

I V

ペ
シ
テ
.ィ

C
A
H
t
h
u
r

 

.
p
e
n
t
y
)

等
は
ゼ
の
状
勢
に
坪
宓
し
て
、

「

新
時 

代」

®

に
、Iギ
：ル
ド
社
会
主
義
な
る
新
蓮
動
を1

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ 

.っ
て
、
わ
が
0
.
D
.
H
:
.
コ
.丨
ル
も
そ
の
重
要
な
メ
ン
バI
と
し
て
、

ゥ
イ 

'
.
.
リ
ア
.，ム....V.,

人
ロ
、丨
.へ(

;s
B
l
a
m
.
. 

M
e
l
l
o
r
v

 

'
.
と
.と
も

：：
に

こ

.

.
の

蓮

動

に

理

論

的

な
 

基

礎

を

据

供

し

，
だ

⑷

‘の
..で
あ
る
と
，い
ぅ
こ
と
が
で
，き
る
。-の
蓮
動
は
、
中
世 

:的
な

ギ

ル

ド

霧

：の
強
調.と
い
：̂
点
で
.、
ク

ィ

リ

ア

ム

.
モ
リ
ス
の
思
想
を
想 

い
起
さ
せ
、
：労
働
者
階
級
に
よ
る
，産
業
の
管
理
，の
理
念
を
ロ
バ
ー
ト
，

.V

ォ

I
エ 

ン
が
ら
学
び
、
何
よ
り
も
そ
：の
戦_
的

！^
:と
具
体
的
だ
戦
術
と
を
、

.フ
ラソ
' 

ス
の
サ
ン
デ
ィ
力
リ
ズ
ム
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
.産
業
別
組
合
主
義
か
ら
ぅ
け
つ 

.い
だ
：の
免
あ
る
。

〉

若

冠

1H
歳
の
青
年
：コ—

ル

に

よ

っ

て

ま

と

め

ち

れ

た

「

労 

.

.働

.の
世
界」

(
w
o
r
l
d

 o
f

-rb
o
u
r
，
1913D

は
、
若
き
日
の
彼
の
比
類
稀
な
才 

一
能
の
ひ
ら
め
き
を
感
⑴
ざ
せ
る
カ
作
之
い
え
よ
ぅ
0
そ
の
#
^
.の
思
想
は
、

「

産 

業
自
治
論j 
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l
f
-
G
o
v
e
r
n
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e
n
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d
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s
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に

、
：
；
、
上

り

発

展
 

し
た
形
で
あ
ら
わ
：れ
恕
の
で
あ
る
。

ギ
ル
ド
社
舍
壬
義
に
：か
ん
す
る
著
作
と
し 

て
.は
、

こ

の

ほ

か

に「

産
業
に
本
け
る
混
池
と
秩
序

」
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a
n
d
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r
d
e
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s
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b
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「

再
説
ギ
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ド
社
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義
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_
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；
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国
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人
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強
い
多
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的
社
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忆
劣
通
ず
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で
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a
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マ
ッ
キ
ー
ヴ
ァ.
.

(
M
a
c
I
v
e
H
)

の
業
績
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い0
 

ギ

ル

卞

社

畫

费
€»
,蓮

動

含

義

と

じ

て

、
ー
：
芩

；丨
；
ル

箏

族

«>
-
.ネ
ッ

：
プ

失

妻
^: 

ぃ
集
産
主
氟
ね
反
对
む
た
た
今:,
7
,3-
€:
ア
^

^

2部
&
思
想
的
纪
分
裂
が.お
'.
'
.
'
-
. 

こ
っ
た
"
す
な
わ
ち
従
来
、
労
働
党
右
派
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
ゥ
二
ッ
ブ 

类
妻
が
:>
第

^
次
^

:

1

:
の
勒
発
虼
際
し
^
、
-'
,.

(

§
0
戦
争
^

を̂
#
{
#
:
サ「

. 

る
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
と
と
は
、
参
戦
に
最
後
.ま
.
で

批

判

的

で

あ

っ

た

独

立
 

.麗
党

に

衡

厲

し

て
VV
た
人
'̂

：;
を
刺
徴
1>
>
.か
し
：な
ギ
.ル(

ド
社
会
主
義
蓮
動
自
：， 

体
が
、
戦
時
中
に
お
け
る
左
翼
的
な
労i

動
と
し
て
め
性
格
を
強
く
も
つ
に 

_

-?
,た
':
-0と
り
わ
け
戦
時
下0

*

め̂
も
：と
^
妒
^
て
:,
>
;#
衾

；の
货
働 

運
動
と
し
て
のH

場

^
員

♦
の
#
鮮
が
、
ガ
ル
ラ
.
-ッ
.ハ
-

J
.
c
w
m
l
i
e

 

?

 

lacher)
、

力
ー
ク
ウ
ッ
ド

(DavidKirkwood)
、

ブ
キ
ャ
ナ
ン

(George 

B
u
c
h
a
n
a
n
)

な
ど
の
よ
ぅ
な
|

者̂
^
よ」

っ
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
ま
た
マ 

.ル
ク
.ス
主
義
者
や
サm

ア

ィ

力

：
リ

；

ス
：
士

叙

：
よ
：
び

ギ

:,
:ル
ド
社
^

王
義
者
と
む
も
ぐ

に
、：；；

^

^

:に
#
け

る

差

翼

を

形

成
.:
1
>，
政
府
の
反
動
的
な
労
懲
策̂
 

.抵
抗
し
た
。

.

■—
Iギ
.ル
ド
社
会
主
義
か
運
励
を}戴
さ

せ

衣

も
'の
ぱ

、
，
へ
あ
あ
、

.:
:
:
:
ロ
ー.シ
7>
:
$
: 

，
の

余

波

で

あ
.？
た
I

れ

れ

お

：

れ

ほ
_

、
：
非

常

な

喜

び

を

も

：
マ
：
て

す

ベ

て

：を

'' 

.歓
呼

し

、
た0*た
.；が
1_
.
.と
、

マI
:ガ
.■レ
.
'ッ
ト
：
V.
コ
ー
 

.ル.女
史

が.の
.ベ
.て
.い
.る
よ

ぅ.. 

に
"：

一

九

'七
年

：
の

ロ

シ

ア

^

の̂
勃
発
.と
こ
れ
に
つ
づ
くヨ
ー
口
ッ
パ
の
革

溝

^

^
は
^
ギ

认

：
ス©
社

童

議

動

に

：
：と

:-
::
.
:
£

，た
の
で
あ
る
0
た
と
え
ば
、
：
：一
：九

1

八
年
-T.

月
か
ら
S
 

月
を
と
：.っ
.て
み
'よ
，
^
。
：

'.
.-
■

:,
:
.
一
;'

’

四
ニ
 

C

七

八
0
>

.
; 一'

^

J 

::

ご

.

_ 

' ,

一：

'同

，
：
：
月

七

日

：

',
'
'パ
^
ア
リ
..ア_
和
国
の
建
設
0っ「

-:
-:勺 

同

，
月

九

日
K.
イ
ツ
革
命
勃
発
、
ス
イ
ス
の
ゼ
ネ
ラ
ル

.
♦
.
.
ス
ト
ラ
イ
キ

：。
；
.

だ
同£
:
0
日

：1オ
旋

ン

.
ダ

の

露

義
0.
..
:
.
ポ-

' V。
：.

:

.同
月

，
一
一
一
一
日

''
'■̂
ン
マ
1,
1
タ
や
労
働
^
I
I
A
';
'
.
'
'

ス：

ペ
イ
ン
：の

革

离
_

0
 

レ
.；同
月
.：一
四
日
''
,

v

蕩

党

、
：連
立
政
権
を
去
石。
'

'

同

月

：一

七

日
.：
：
ハ
：

ア

共

和

国

办

建

設

。:.
:

:
,
_現
一

入

日:;
-
:ポ
ル

卜.ガ
ル

の'ゼ
：
、
不
；

ス
：

.ト
:°
-
修

一
：
月 

ン
'ド
：
ン

の

労

働

者

の

承

-:
亡
の
.よ
.う

な

濃

盤

勢M

雲

し

隹.1,

九一:

九

年

、
：
：
第
--
次

農

犬

戦

後

:

の
.英1

M

本

主

義a
、
. 

： .1

方

に

お

い

て

経

済

的

な

危

韻

、
と

他

方

失

I

の
増
加
：
 

に
と
も
な
う
労
働
不
安
叹
深
刻
化
に
よ
ワ
て
、
未
1
2有
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
も
と
に
、
ギ
ル
ド
社
舍
王
義
.の
i

が
労
働
組
ム
ロ
を
と
ら 

え
、^
.コ
ー
ル
等
め
指
導
す
る
国
民
ギ
ル
允
連
盟
に
上
る
-̂
生

窘

ギ

ル

ド」

に 

よ
"る
：産

業

の

：管

理

■
、
.
.支
衫
め
'て
短
期
間
で
：は
：あ
っ
た
が
、
鉱
山
、
機
械
お
よ 

.び
造
^

ど̂
の
童
要
産
業
部
門
の'労
働
者
に
あ
：る
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
V

た
。 

ぞ

：
の

意

味

で

は

卜

戦

#

^
と

と

：
も

虼

戦

後

の

：

--
#

は̂
、
".ギ
ル
ド
社
会
主
義 

.に
と
-?
て
.は
、
.た
し
か
に
ひ
と
つ
，
の
：

「

チ
ャ
ン
ス」

で
は
あ
っ
た
。
：だ
が
さ
き 

:i
c
の
べ
：た
よ
う
に
そ
の
後
の
の
変
化
、

.と

.く
に
シ
ョ
ッ
プ

.

ス
チ
チ
プ
ー

ト
違
舰
の
衰
亡
と
--
九

T
J
O年
^
イ
ギ
U
X共
産

党

：
の
；
讓

に

よ

っ

て

、

ギ

ル

ド
社
盡
義
者
の
な
か
：か
ら1

党
に
入
党
す
る
者
も
出
て
ぎ
た
：。
'
.
:
そ
し
てa

、
 

.こ

党

：と
労
働
党
め
き
わ
め
て
複
雑
な

I

P

:出
現

し

幻©'
.で
あ
る
。
と 

4:
:
あ

れ

：一
：
九

ニ

〇

苹

を

f

と
し
て
、
，ギ
ル
ド
：；

義
の
運
動
は
、
ブ
方
に 

お
い
て
昂
ま
る
ボ
ル.シH:

ヴ
：
.,
^
ズ
ん
^

^
、
他
方
'フ
上
，
ビ

於

ジ

主
 

家
社
会
主
義
の
狹_
に
あ
つ
て
、
ま
つ

た
く
勢
い
を
失
つ
て
し
ま
つ
た
と1>
.ー?- 

て
よ
い
。
:'
:
.,
,/
.
.
.
ん

；ン「

ギ
ル
ド
社
会
主
義
運
動
の
先
敗
を
契
機
と
し
て
、

コ
ー
ル
は
実
践
蓮
動
私
 ̂

身
を
ひ
き
、
そ
の
後
味
オ.ッ
クX

 

N
i丨
ド
大
学
€>
.蓮
営
と
著
述
：に
専
念
ず
る

： 

か
た
わ
ら
、「

国
際
社
会
主
義
研
淹

：P
4

S'(interna

'ic+ional Society f
o
r
: 

Socialists studies
)

の
創
立
者
と
し
て
社
会
主
翁
知
蘭
の
指
導
に
あ
た
つ 

:

て
い
た
と
い
わ4

る

'0
,事
実
、1.

九
一
1
0
^
:
に
お
呔
を
コ
>
«ル
；
の

震

の

ぅ’
 

ち
、
も
つ
と
も
法

El

す
べ
き
も
の
は
、
：：：

f. 
ロ
バ
ー
ド
•
オ
丨
エ
，/•
:,
•
,麥
げ

e
H
t
ハ 

O
w
e
n
,

1
9荔5)

と

--
1ウ
ィ
リ
'ア
ム
：
• 

n

ぺ

ッ

ト

重

涯3 

(
T
H

a>Life::of, 

William 

Cobbett, 

.1927) ：

お
よ
び
世
#
大
恐
慌
の
前
夜
と
も'い
}
、ベ
き 

i

九

ニ
九
年
に
出
.た
.'「

英
国
&
会
政
策
お
よ
び
«

政̂
策
虼
お
け
1
来
る
ヤ 

年」
(The N

e
x
t

 I'en YeaHS in the Britis

fcr
s
ocia! a

n
d
w
c
o
-

 

nomic. Policy, 1929
〕

で
あ
る
が
、

：と
ぐ
に
コ
ベ
ッ
ト
の
生
涯
に
非
常
に 

興
味
を
感
じ
た
と
い
わ
れ̂
い
る
0
そ
の
ほ
か
に
も
ウ
ィ
リ
ア
：

^
.
-ラ
.：ヴH

ヴ

-

ト
：

(
w
i
n
i
a
m

 Lovett)、.

ダ 
ニ 
 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

I
■
 

^

ジ

ョ

シ
.
，
ウ
ィ
ル
タ
へ
ス
.(

J
o
h
n

'^i
l
k
e
s
)
、

ケ

ィ

リ
T

A
::
/
:
. 

#

 

y

x

\

(

w
£
l
- 

H

i
 M

o
r
r
i
s
)
：

や

ヶ

：
丨

ア

-

ハ

 

I
デ
.ィ

(
K
e

^ ;^

治
お
よ
び
社
会
史i
の
傅
人
'に
：か
ん
；す
る
倚
記
も
非
常.に
多
v
«-
い

て

い

る

。

■,
-
.
G
. 
.
D
,
:
H
* 
.

コ
|
ル
、'そ
'の
入

と

業

辕''
,

:I.

九
一
'

1
0

年
代
の
コ
.

1
ル
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
お
い
て
、
政
治
理

論
、.■経
済
理
論
、
馨

麗

、>
:ー^
ー
3:
年

以

来

の

労

還

動

技

ょ

び

社

塞

:
済
史
吵
チ
ユ
I

タ
I
と
し
て
多
忙
な
教
育
活
動
に
た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
も
、
.精 

V
.力
的
な
^

つ
づ
け
て
い
た
。

.
'
.
'■
し

が

じ

彼

ば

：壽

寒

〕

ぬ

名

相

ん

齋

る

1

学
究
で
は
な
ぐ
、
：啓

隱

大

衆

的 

:■
.'
:
活動心をいだいたのであって

> 
だ
と
え
ば
、
霞
小
説
を
書
い
た 

':
•

り
、
赞
®

や̂
知
識
人
向
孝
の
多
く
呤
パK
フ
レ
'ッ
V
.を
書
い
た
ば
か
り
で
な. 

く

、
.

.フ
，土'
-ビ
ア
ン
論
集
や
■.ニ.ユ.
I 

.
ス
'テ
ー
....

ツ
'■マ
ン
の
執
筆
者
で.あ
.
.
.
っ
.た
.こ
と
.
. 

.
も
ま
た
ひ
^
く
知
ら
れ
て
い
名^
ニ
九

-
五
年
ぐ
彼
は
太
学
カ
い
ァ
ジ
の
フ
ヱ 

.
ロ 

I :CFellow 

of 

I
M
V
I
t
y

:-•college
)
：

#;
よ

び

経

済

学

の

ー

講

師 

(university K
e
a
d
e
r
>

と
.な
っ
た
。
-ツ
丨

ス

：
.ウ
.
.ィ

T.

ッ
：
ク.の
.語
る
'
-
^
'
と
■ろ
に
. 

.

ょ
れ
ば
、■
一

九

ー

ー

芄

申

以

罾

一

九

主

0
¥
代
の
.コ
：|丨
；ル
：は
、
：
オ
ブ
ク
ス
ブ
ォ
ー 

.
へ
ド
大
学
め
学
生
め
非
常
に
太
き
な
罾
罾
カ
を
も
--
?
て
お
ゥ
、::
:
.
«
員

水

_

日

の

夕 

方

に

は

：
、

各

カ

レ

>

ジ

0
学
生
吵
な
か
で
、

コ
ー
ル
に
共
鳴
し
た
人
々
が
彼
の 

:.
-部
屋
に
集
ま
り
、.い
ー
ろ
|,
>
:ろ
な
問
題
呤
つ
:̂
:
て
熱
心
に
学
習
1>
討

論

し

_た

の

で 

あ
ら
で
、
こ
の
コ
ー
ル
.
グ
ル
丨
プ
の
活
動
は
、
そ
：の
後
ず
っ
と
つ
づ
い
た
と 

.ぃ
ゎ
れ
る
。
 

•

,
#か
、i多
忙
で
は
あ
っ
た
が
、
充
突
し
た
研
^
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
一
九 

;::1 ー

九
年
，
：ゥ
ォ
丨
ル.街
に
勃
翁
し
た
金
融
恐
慌
ば
、：；

界
を
：私
セ
い
、
経
済
的
な
大
混
乱
が
シ
ヴ.ヱ
ー
ト
.
•
. ロシ
：ァ
を
除
く
世
界
の
全 

地
域
.に
波
及
し
..
た
。
そ
の
結
果
、:
:英
1
|に
お
い
.て
は
ー
：九
ー5

年

、:'
'
.
'
マ

ク

ド

ナ 

,
少
ド
を
首
服
と
脅
说
労̂

内̂
閣
は
^

^
階
級
を
裏
切
？
て1

し̂
、.：t.



月
の
総
選
^
に
お
い
て
は
、
労
猶
觉
は
惨
敗
を
喫
し
た
。

一
方
、：
国
際
的
に
は 

フ
ァ
.シ
ズ
ム
.の
波
が
昂
ま
り
、
す
で
に
一
九
'ニ
ニ
年
以
来
、
イ
タ
リ
ア
に
は
フ

:
”ァ
；シ
：

k:K
政
権
が
樹
访
さ
樣
、0
無

1一.；

：；ー)

举 

マ
：
略

、
.
#
,
進

證

年

翌
竺
釔
年
イ
タ̂:
；

广

考

ォ

ぜ

ア

寝

略

ク

：

一

と
、
世
界
は
急
速
度
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
へ
の
方
向
を
迎
っ
た
。
ヨー

ロ

ッ
パ
お 

ょ
び
ア
ジ
ア
に
み
な
ぎ
る
フ
ァ
シ
ズ
.ム
.の
脅
威
に
抵
抗
す
る
た
め
に
、
矣
国
に 

お
い
て
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
.と
反
動
と
戦
争
に
反
対
す
る
統

一行
動
を
呼
び
か
け
る 

「

統
-.
*

声
叨
書j

.が
発
表
さ
れ
、) ：

ス
•タ
フ
ォ
I

ド
•.

ク

リ
；'/
.

,ナ
.ス：

(Stafford 

: 

c
rip

p
s
)

を
は
じ
め
、
ア
ナ
イ
リ
シ

•ベ
ヴ
ァ
ン(Aneurin B

e
v
a
n
)

 
メ 
ロ 

丨(Melior)
、

ポ
リ
ッ
ト(

H
.
P
o
m
t
)
、

マ
ッ
グ
ス
ト
ン

C
W
V
M
a
x
t
o
n
)
、 

ラ
ス
キ

(Harold 

Laski)
、

ス
ト
レ
ー
チ
ー(John 

strachy
)
、.

パ
ー 

ム

♦ダ
ッ

ト(
P
a
l
m
e

 

D
US-)

.等
が
砮
名
し
た
が
、

コ~
ル
も
こ
の
人
民
戦 

線
の
蓮
動
に
！^
的
に
参
加
し
た
^
で
あ
っ
.て
、
':
.
,
:
な
の
:̂
:
哮

の

篆

が

、V「

人

.

民
戦
線」

(
T
h
e

 peopleMS: F
x
o
n

ci-.; 1
9
3
7
)

で
あ
る
。
こ
ぅ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ 

パ
全
体
を
^
そ
っ
た
不
安
な
状
勢
の
な
か
で
、.

修
正
資
本
主
義
と
い
ぅ
立
場
に 

お
い
て
世
搏
大
恐
慌
を
説
明
し
、
.そ
の
克
服
の
道
を
栺
示
で
き
る
唯1

の

経

済
.

 

学
と
じ
て
の
ケSr

ン
ズ
のT

:
「

般

理

論

：
！
.が1

九
三
方
年
に
：出
だ
こ
と
は
、
'彼

.. 

の
そ
の
後
の
社
佘
王
義
的
風
考
方
法
に
た
レ
し
仓
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で

:

ぁ
づ
た
。

.

:

■.
:
.マ
■へ
::
'.’； 

、
 

.

,
' ,

.

:
1九
三
0
素
の
ゴ
ー
ル
片
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
こ
と
は
、
.
ナ
フ
ィ
.丨
ル 

ド

,'
カ
レ
ッ
ジ
の
建
設
で
あ

‘マ
た
。
.:
'
1
.
九

三

七

年

ー
1
0月
、
ぺ
ナ
フ
イ

~

ル
ド
卿
、

'
二

：：
：：
..
.
.
'一：
' 

-

ぃ，は
、
' 

F

経
済
学
者
、
政

傲

理

家

、
政
治
研
统
者
と
実
業
家
、
政
治
家
、
公
漪
員 

お
ょ
♦ひ
地
方
公
^
!
:と
の
間
の
橋
わ
た
し
を
す
る
た
め
に

」

、

新
し
い
カ
レ
ッ 

..̂
v

を
建
設
し
.
.て''
'
，.こ
..
れ
を
オ
.'/
.ク
.ス
フ
ォ
.丨
ド
大
学
に
.寄
付
す
る
'た
.め
に
、
敷
.
.
. 

地
と
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
提
趴
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
敗
長
リ
ン
ゼ
ー
ハ

!>
,
0
: 

H

が
議
長
吃
散
--
設
立
i

痛

"一：九
刍
ゼ
年
に
任
命
さ
れ
， 

バ
ト
ラ
I 

s

b

‘
td
u
t
l
e
H

〕

が
学
監
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
コ
ー
ル
は
、

エ
ン
サ
ー(K.C.K. EHSOI

)：

や o
p
?
h
c
H
.
R
.
F
，
Harcod> 

ら
と
と 

.も
に
六
人
の
麗
賊
員(Faculty 

Fellow)
：

の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
た
の
で
'あ

• 

' 

....... 

、
 

' 

.
ご
.
：

.
つ.H j.o- 

■

不
幸
に
1>
:て
»

1.次
黨

大

戦

が

勃

発

し

た

た

：め
、

こ
の
計
画
は
：：

}
.時
頓

挫

.；
 

し
た
が
、

や
が
て
一
九
四◦
年

、

ナ
フ
ィ
，
ル
ド.
,力
い
.ッ
ジ
建
設
の
具
体
的 

な
プ
ラ
ン
が
た
て
ら
れ
、

コ

ー

.ル
は
そ
の
責
任
者
：に
選
ば
れ
、
.そ
の
.建
設
事
業 

パ
と
連
営
.
専
心
で
た
。：
.「

九
：四U

年
学
長
.パ
ト
ーラ
ー

が

、
ヮ
灸
ゾ
へ
ト
ソ
.に
英
国 

政
府
の
使
節
と
し
て
派
遺
さ
れ
た
の
ち
、

コ
.丨
ル
は
ナ
フ
ィ
ー
ル
ド
：
方
レ
ッ 

i>
の

学

監

代

理

一

に

推

ざ

れ

た

？

や

が

^

—*
九

四

四

年
 
> ナ
7.
ィ

ー
ル
ド
：•

力

レ 

..ッ.ジ

.の

.経

営

か.̂-
-
を̂
.-ひ
ぎ

、',ボ
..ッ.■ク
ス
.
.フ.
.ォ
丨

ド

大

学
.チ
^.
.丨
：
ル

，

力

：
レ
'
ッ 

ジ

：

y
o
M
c
h
e
l
e
:

 c
o
n
e
g
e
)

 
Vの
社
会
理
論
お
ょ
ヴ

た
。
五(

四
歲
(?
)
.
:
ど
#;
で
：あ
る
0
0ヨ
：丨
F
ッ
'。ハ
の
大
学
に
お
い
て
は
、
プ0:
フH.

ッ
サ
ー
の
ポ
ス
ト
が
非
常
に
少
な
い
た
め
か
、
あ
る
い
は
コ
i
ル
の
ジ
ャ
ー
ナ 

,

リK
テ
ィ
.ッ
：
ク

な

活

蹯

、
，
そ

れ

：
と

%■
労
働
党
左
派
の
理
論
的
指
導
备
と
し
て
の 

#
在
が
、

「
.オ
ッ
.ク
■ス
ー7,
..ォ-丨
K
の
学
風
と
相
反
発
す■る
^
る
%'
の
を
も
つ
.て
い
.
. 

た

た

：
め

が

、
，
そ

の

点

ゅ

明

ら

か

で

は

な

ぃ

が

、

-'
ぁ

れ

だ

け

の

業

辕

を

の

こ

し

な

が
ら
五
〇
歲
を
す
ぎ
て
の
も
ょ
ぅ
や
く
教
授.に^

?た
と
い
ぅ
こ
と
ば、

-
o

代
に
し
て
教
授
に
#
進
す
る
こ
と
.が
罾

?1
で
あ
る
日
本
の
大
学
に
比
べ
て
、
.そ

の
制
度
的
.な
差
異
は
別
と
^
て
：、
柄か

/: 「

学
問
.の
厳
し
さ
J
i.
い

ぅ

も

の

を

わ

れ
わ
れ
に
訓
え
な
い
で
あ
ろ
ぅ
か
。

::
:;7
V
V
ビ

:し
ト
.：

:-
-7
*九
ニ
0'
_

お
ょ
び
三
〇
年
代
に
オ
で
に
、

コ|
ル
.は
フ
：労
働
蓮
1|
-
ヒ

-

11

丨
汐
众
地
位
を
し
め
て
い
た
。
彼
は
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
労
働
党
大
会
.に
出
席
'

し
た
：ご
と
は
な
か
：っ
た
が
、
し
か
し
た
む
ず
組
合
の
1

家
た
ち
脊
党

0
指
導

者

;0
訪
問
を
少
け
た
ゼ
以
わ
れ
る'?
彼
は
ま
た
--
九
四
五
年
に
、
：オ
ッ
ク
：ス
，プ
：

ォ
-
ド
大
学
が
%'
.
3
5

「

の
議
席
を
争
う
3
人
の
篇
者
の
ひ
と
り
と
し
七
立
：

候
補
し
て
敗
れ
た
の.ち
、
多
く
の
公
け
の
活
動
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
っ

て

、
‘
た

:^
又
ば
'.
'
>
‘：九
1
1
:
1
九
年
以
来
、
：.異
常

处

靈
.を
%:
ス
て
仕
事
を
.つ
：づ
^
て

フH

ビ
ア
ツ
1

の
会
提
.の
地
位
を
去
っ
た
の
で
あ
，る
。

第
二
次
世
界
大
艘
後
の
コ

I
ル
教
授
は
、
.オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

I
ド
に
お
け
る
瀞

か
处
学
淹
生
活
と
著
述
、

(

そ
し
て
蝥
生
と
め
接'»
.に
過
ご
さ
れ
た
：̂
^:
あ

-
ー

て
、
晚
年
と
も
い
ぅ
べ
き
一
九
四
〇
年
代
に
な
ら
て
力
作
が
続
々
と
あ
ら
わ
れ

た
こ
と
は
.興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
チ
ャ

ー

チ
ス
ト
運
動
に
重
要
な
役
割
を
演

(

6

.

)

じ
た
多
く
の
人
々
の
恁
記
を
ま
と
め
た「

.チ
ャ
ー
チ
ス
ト
群
像」

(
c
b
l
i
s
t

 

P
ortia

浮s,1941>.

養

梂

じ

め

-'
:
'労
働
党
の
31
史
.と
：し
.：て
お
そ
^

,:
<
は

霸

の

；
 

も
の
と
さ
れ
るU

九
一
四
年
以
来
の
労
働
党
史」

(
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History 

of 

the 

L
a
b
o
u
r

 

F
a
H
t
y

 

f
r
o
m

 

1914, 

;L94

oo>
、

レ
イ
モ
ン
ド
•
ポ
ス
ト
ゲ 

I ト 

(
R
a
y
l
u
c
m
d
^

s
t

g
^

t
s

と
：の
^
?
ヤ

、

；

英

国

人

民

：の

歴

史
'̂
1.
て
{
^
|
5めハ 

あ

る「

人

民
1-(§

3pr̂
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史
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れ
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ほ
^
ん
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每

年

大

部

の

著

書

を

出

し

て

い

だ

そ

.
の

精

力 

.
ゆ
、
：：ま
こ
と
ー
に
突
盼
ぉ
い
ぅ
ほ
か
は
な
い
.？
さ
ら
に
、：1

九
五
六
年
に
は
、一 

;

例

^
ラ
ィ
フ
-免

^/
^
ど
も
浴
ぅ
べ
き
大
著
^
社
会
主
義
思
想
じ
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第
ナ
卷
が 

出
て
い
る
P
そ
し
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こ
れ
が
完
成
^
み

と

な

く
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擊
第
八
巻
の
出
版
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.玄
眼

£
即
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し
て

4
九
五

^
^
:
1
月
片
亡
：<
な

；
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ス
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ラ
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.
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絶
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.今
世

紀

初

頭

，
か

ら

4、
九

五

九¥:
.賞
.
の̂
0

.

.
,
:p
‘
H:v
.
.n
i 

.
ル
.教
授
..の，.多
彩
，
 

^
活
動
のW

1

に
杜
ブ
半
^

ぬ̂
わ
相
る
ィ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
変
貌
と.资
働(■ 

'蓮
動

：
の

苦

類

秘

め

:̂
4

,い
.た
^
コ
へ
ー.：ル
教

授

の
.学
問
的
な
関
心
は
、
‘
る
 

五
〇
年
間
|?
1
英
国
資
本
主
蘼
が
直
面̂
た
：ほ
と
：ん
ど
あ
ら
ゆ
る
問
題.に
む
げ
ら
. 

れ
：て
い
^
と
：い
：つ.て
も
過
言
^
は
な
が
ろ
5:
'
。
：し
が
.し
ど

ち

ら

か

と

い

：
え

ば

彼

|
:

.

の
研
弈
め
分
野
は
、
理:1
i
:i
り
も
歴
史
め
方
に
：あ
ザ
、

一：：

彼
卦
身
%
、
.；
そ

と

：
に

精
'.
' 

力
1

¥
し
た
と
思
わ
れ
る
？
オ1
エ
ヘ
ン
や
：
チ

ャ

-

チ

ス

ト

.

の
：
研

究、
' 0
0

M

: 

動
史
や
協
同
組
合
蓮
動
鬼
の
研
究
な
、ど
.に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
業
績
を
な
し.と
''
. 

げ
た
コ
I
ル
教
授
a
、
：
一
 
体
ど
の
よ
ぅ
な
思
想.的
変
化
を
経
絶
し
，
そ
カ
理
論 

.は
ど
の
よ
ぅ
.な
も

の

で

：
あ

っ

，
た

が

。

周

知

：
の

よ

ぅ

^-
彼

の

立

場

を
—-
'

貫

し

て

流
 

:

れ
て
い
る
も
の
：は
、
労
働
觉
左
派
に
代
表
的
に
本
龙
石
非
共
産
左
敦
の
思
想 

で
あ
る
6
た
だ
そ
め
内
容
が
時
代
に
よ
？
て
多
少
の
一
一
ュ
ア
ン
ス
の
ち
が
い
が 

あ
る
だ
け
で
あ
る
。一

九
三
〇
年
代
、/
a丨
ル
を
ふ
く
め
て
多
く
の
進
歩
的
な
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知
識
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ザ
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至
義
纥
典
鳩
^

て

：
い

：
：
づ

.
だ

罵

彼

も

；
マ

ル

ク

：
ス

fe
6

か
：： 

れ
た
の
で
あ
る
が
ハ
彼
に
特
徴
to
な
こ

と

.

は

、

同

時

に

ヶ

ィ

ン

.
ズ

に

も

大

き

な
 

刺
激
を
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

「

無
体
系
の
理
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と
も
い
う
べ
き
英 

署

童

義
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^

含

背

負

^

て
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い
；
た

令

丨

ダ
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ー

思

頌
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：
な

か

に

は
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ル
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と

ケ

ィ
.
ン
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と

ガ
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し

、

そ

れ

は

ま
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た
-
口
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ハ
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，
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オ
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エ.

ン

と

■ウ

ィ
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ア
ム
ぢ
斥
リ
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と
い
^
1
:

人

の

傅

大

汝

ィ
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ス

人

の

^
1
^

義
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に
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い
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^

信
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：に

は

嗲

て
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嘆

ぇ
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れ
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い

た
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戦

後
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出

た

：

.「

社

余

王

義
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に

ば

、

明

あ

か

に
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ィ

：
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ズ

：
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影
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が

認

.
め
ら
れ
夯
し
、
ま
た
法
1!1
1す

べ

き

労
 

:

作
の.
ひA

J
.

つ
、
-.
階

級̂

®

U

は
、'.
:
>.

ル

ク
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で
あ
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と
い
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き
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。
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は
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彼
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ま

た

ク
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国

と

い
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土

壌

に

：
の

み

生

'ま
れ
る
こ
と.
の
セ
き
る
社
会
主
義
者
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：

一：：

類
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で

あ
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え

：
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で
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し
な
於
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わ
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わ
れ
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：：：

つ

ぎ
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：
よ

う

な

謹

に

直

面

す
 

る
0
.若
き

日0
ギ
.ル
ド

社

会

主_

動

に

：
み

ら

れ

た

戦

_
的
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を̂

、

与

丨

ル 

:は
>
め

：
晚

年

に

農

ら
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'1
>ぞ
づ

：
た0
:
:
で

あ

ろ5
か

、

い

や

、
：
そ
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.で

は

な
 

い
。
彼
は
労
働
党
の
政
策
に
と
も
す
れ
ば
み
ら
れ
る
右
傾
^
ぬ
対
じ
.て
は
、
依 

然
：と
.も
で
き
ぴ
^
い

反

対

者

：
で

ぁ
-

^

H,:

丨
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ツ
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ア
ン
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シ
ョ
V
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い
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.
、
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労

働
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が

倍

藩

な
 

采

和

王

義

を

す

：て

S
;
:茜
ド
ィ
ツ
め
再
舊
を
承
認.し
た
：こ
：と.に
失
望
じ
、
そ 

れ
^
社

会

、
王

義

政

党

と

.1.
:̂

の

信

条

.に
:%

と
る
も
の

'で
あ
.る

.と.
.

す
る

#
か
ロ1を
発 

し
：
た.の
で
あ
っ
た
。
と
ぐ
に

|
.九
五
0
年
、
朝
鮮
戦
争
の'勃
発
に
ょ
っ
て
、

「

一一 

つ
：.

の
世
晁1
の
対
立
が
7
冷
戦
か
ら
熱
戦
にf

し
た
と
.き
、
労
！
^
が
社
会

化
政
策
や
社
会
保
障
の
嬢
牲
に
お
い
て
、
®

の

拡

.充

と

い

う

新

し

い

冒

険

に
 

の

り

出'そ
う
と
し
た
の
に
た

.い
し
、
や
は
り
、
ニ
ュ
I 

.

.ス」

ア
广
.ッ
.マ
，ゾ
紙
±'
.'

.に
お
い
て
、F

こ
れ
が
社
会
主
義
か
？

」

と
絶
叫
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て 

?)

い

る

.0

コ
ー
ル
の
社
会
主
義
的
良
心
は
、
そ
の
死
に
至
る
ま
で
脈
々
と
し
て
生 

き
つ
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ひ
と
は
、

コ
ー
ル.の
生
涯
を
想
う
ご
と
に
、
理
論
と
実
践
の
問
題
に
つ
い
て 

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
社
会
科
学6'研
究
卜
#
す
务
ル
、
齡 

る
の
み
に
と
ど
ま
り
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
才
丨
エ
ン
や
コ
ベ
ッ
ト
、
そ
し
て
チ 

'
丨
チ
ス
ト
の
群
像
を
描
き
つ
っ
あ
っ
た

'コ
I
ル
の
胸
の
な
か
に
は
、
大
衆
的 

素
的
な
運
動
の
.先
駆
者
と
.そ
れ
に
.ひ
き
い
ら
れ
る
名
も
な
き
大
衆
に
た
い
す 

る
深
い
愛
着
が
、
お
そ
ら
く
は
あ
つ
く
燃
え
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
で 

こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
、
彼
：の#
,ル
ド
社
舍
王
義
者
と
し
て
：の
実
践0 .
必

鐘

と

苦 

.悩
之
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る.で
一
あ
ろ
う
。

コ

I
ル
が
、
ひ
と
り
の
ィ
ン
テ 

リ
ゲ
ン
チ

>
と
1>
て
、
ギ
ル
ド
社
会
主
義
に
専
心
し
て
い
た
第
一
次
#
#±
_ 

前
後
は
、
..
丁
度
現
往
.の
わ
れ
わ
れ
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
な
不
安
と
動
揺
.が
、 

ィ

ギ

リ

ス

全

体

を

ゆ

り

$
ご
か
し
て
い
た
時
代
で.あ
っ
.龙
。
.わ
.れ
わ
れ
は
マ
い 

ま
、
日
本
の
辱
王
主
義
の.義

.に
際
会
1>
、
讓
会
政
治
の
崩
壊
、
：臺

の

平

和
 

的
な
大
^M

動
に
た
い
す
る
残
酷
な
弾
压
そL
X流
血
.事
'件
を

体

験

し
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て

み
 

て
、
は
じ
め
て
-3
丨
ル
が
、
.実
際
運
動
に
身
を
投
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
そ
の 

心
情
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と'が
：で
き
る
.。
.
_

コ
ー
ル
.の
生
涯
は
、
わ
れ
わ
れ
に
ニ
つの
こ
と
を
訓
え
る
。
ひ
と
つ
は
、
い 

う
ま
で
も
な
く
理
論
と
突
践
の
問
題
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
、
お
よ
そ
学
問 
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.
本
稿
は
ハ
六
.月
.三
0
日
の
慶
応
義
塾
経
済
学
会
に
ぉ
け
る
報
告
に
修
芷
加
筆 

し

た

：
も
の
へ
で
'ぁ
る
。
' 席
上
、
：御
教
1ボ
を
賜
ゎ
っ
：だ
高
木
寿
ー
；、
小
池
基
之
両
先 

生
：
ぉ
：
ょ
；び
：
加

藤

宽

氏

の

御

好

意

に

.
1た
い
^
、

紙

上

：を

が

り

そ

厚

ぐ

，感

謝

.の
意

を- 

表

す

る。
;'
:
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-

Society, 1951.

今
日
フ
ラ
ン
ス
に.お
い
.て
は
、

一
般
に
、

メl7*
l;
,
m
&
t
a
i
r
i
e

を
ボ
ル
ド
リ 

cr
o
r
d
e
a.
v
と
対
比
ざ
せ
、
ボ
ル
ド
リ
を
十
ぺ
ク
タ

ー

ル
以
下
の
貸
付
地
、

.

メ 

テ
リ
を
十
へ
ク
タ

I
‘
ル

以

上

の

貸

付

地

と

し

て

い

る

。
.
貸

^
の
規
模
，に
よ
つ
て 

区
別
す
る
方
法
^
あ
考
ニ
.ー':
.
-
:
.
-:
'
'.
.マ
：ン^̂

走

た

今

日

：
で

ば

，

F

般
に
'
土
地
i

者
と
耕
®

.の
間
で
収
獲
物
だ®
分
ず
. 

る
貸
付
地
を
、
メ
：テ
ゾ
と
呼
ん
：で
ぃ
る0.
_ 

. こ
：：

の

意

味

に'お
い
て
メ
テ
リ
ぼ
、耕
作
：
 

者
が
土
地
霖
者
に
対
し
貨
赂
で
地
代
を
支̂

地
ブ
ァ
ル
ム

‘

と
対
比
さ
れ
る
，
地
代
支
私
の
形
態
に.
4る
区
別
と
い
.え
石
。.い
わ

：ゆ

る

分

益
 

■制

m

如ta
^
g
e

と

小
^

 ̂fe
x
m
a
g
e

 
'な
る
も
の
の
違
い
が
そ
こ
に
あ
つ 

た
。 

-

■

, 

:
 

.

■:
'
.议
ir
si
J
A
J
:
か

ら

推

し̂：
今 

0
、

十
べ
：ク

炎
.1
K 

ル
#H

负
き
：

物
^

地̂
！̂

者
と
耕
作
者
ひ
間
で
配
分
す
を
^
:
地
が
い 

わ
な
げ
札
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
趴
に
は
、
.矶
®

㈱
を

土

地

双

豸
^-
と

耕

作
 

'
V

テ

リ

の.，
换

出.
. 

.
:者
の
間
で
雰
す
る
貸
付
德
で
あ
れ
ば
、.そ
の
規
模
虼
か
.か
わ
り
だ
べ
、
メ
テ 

リ
と
し
て
扱
っ
て

.い
る
。
現
在
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
か
か
る
货
付
地
と
し 

て
の
メ
テ
リ
が
、
地
方
に
よ
り
複
雑
な
内
容
を
示
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
全
土

. 

■
わ
.
ク

て

馨
^
、
-;
..
ど
兔
わ
け
1
-部
や
西
南
部
迄
筆
的^

<ら
れ
、
'場
所 

に
よ
っ
て
は
耕
地
の
庄
倒
的
部
分.が
メ
テ
リ
：..で
占
め
ら
れ
で
い
る
。
最
近
の
调 

查
の
示
す
ど
こ
ろ
を
み
よ
。
近
時
そ
れ
を̂
止
し
よ
う
A
JVN
う
強
い
要
求
が
あ

氺
.木
.

.

.

 

.

.
' 

'

っ
た
。
し
か
し
メ
テ
リ
は
フ
ラ
ン

.ス
に
お
い
て
今
に
な
お

#
続
し
、
増
加
の
傾 

.向
す
ら
17K
-し
て
い
る
。

'

■■
'
'し
か
し
电
世
の
全
体
钇
通
じ
、:-
;フ
ラ
ン
；ス.の
大
部
分
.の
.地
方
は
メ
テ
.リ
.を
知 

』

な
^
っ
：
た

。
へ

ぞ

の

猱

用

は

若

千

办

霖

な

場

合

に

限

ら

：れ

で

い

た

。

眺

馨

ソ
の
収
獲
1>
:

_

1

.のぺ
ー.；淀
1

に
よ
っ
て
土
地
の
上
級̂

^
に
報
い
る
と
. 

い
う
こ
の
.慣
行
は
、Q 

Iマ
法
に
お
い
て
は
や
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
来
た
と
こ 

ろ
で
あ
っ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
般
化
し
た
の
は
十
六
|[
«
:紀
以
降
で
、 

)

領
主
財
摩
の
危
機
を
直
接
の
契
機
と
じ
尤
で
教
.っ
寒
の
：で
あ
る0

と
こ
ろ
で
問
題
は
、
そ
う
い
っ
た
ロ

I
マ
以
来
の
慣
行
が
、
歴
史
の
特
殊
な

:

:
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